
1月号とやまク

り
文
化
観
光
都
市
″富
山
の

創
造
が
彙
客
力
を
生
む
ノ

山

。
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

た
観
光
客
は
約
１３３
万
２
０
□

一具

部
峡
谷
は
、
約
Ⅲ
万
８
０
□

一一礫
る
。
」
れ
ら
の
観
光
客
に
は
全
く

て
き
た
富
山
市
で
あ
っ
た

つ
変
化
が
見
え
始
め
た
。

コ
ー
ス
に
組
み
込
も
う

が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

饂

洸
都
市
を
目
指
す
富
山
。
今

り
濯
痣
蛯

″水
郷
柳
川
″
と
比
較
し



グッドラックとやま 1月号
レ
年
間
１
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
文
化
観
光
都
市
　
柳
川

文
化
観
光
都
市
に
は
何
が
必
要
か

富
山
市
が
ま
と
め
た
平
成
５
年
度

の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
今
後
３
年

間
に
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
と
し
て

次
の
３
点
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
。

①
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（３６

・
０
％
）

②
下
水
道
の
整
備

　

（
２３

・
９
％
）

③
観
光
資
源
開
発

・
観
光
客
誘
致

自
然
環
境
保
護

。
公
園
緑
地

（と
も
に
２２

・
０
％
）

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
３
位
に

挙
げ
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。

本
誌
で
も
、
６
年
前
に
独
自
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
「県
外

か
ら
の

友
達
に
見
せ
る
場
所
が
な
い
」
と
い

う
市
民
の
切
実
な
声
を
聞

い
た
。
市

内
中
心
部
の
魅
力
の
な
さ
を
嘆
く
声

で
あ
る
。

以
来
、
本
誌
で
は
魅
力
あ
る
富
山

市
、
観
光
客
に
誇
れ
る
富
山
市
の
あ

り
方
を
目
指
し
、
″
街
づ
く
リ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
″
を
行

っ
て
き
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
か
ら
生

ま
れ

た

の
が
、

「
松

川
遊
覧
船
」

（昭
和
６３
年
４
月
）
、

「松
川
茶
屋
」

（平
成
４
年
４
月
）
、

「滝
廉
太
郎
記

念
館
」

（平
成
５
年
９
月
）
で
ぁ
る
。

さ
ら
に
行
政
機
関
側
の
事
業
と
し
て

は
、
城
址
公
国
内

の

「
親
水

の
に

わ
」

（平
成
元
年
）
、
往
時
を
偲
ば
せ

る
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
デ
ザ

イ

ン
の

「舟
橋
」

（平
成
２
年
）
、
展
望
塔
の

あ
る

「市
庁
舎
」

（平
成
４
年
）
な

ど
が
次

々
に
完
成
し
た
。

点
か
ら
線

へ
、
そ
し
て
線
か
ら
面

へ
と
富
山
市
中
心
部
の
観
光
の
魅
力

は
、
確
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
本
誌
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
て

何
度
も
討
議
さ
れ
て
い
る

「富
山
城

址
公
園
」
の
整
備
問
題
は
、
今
後
ま

す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

さ
て
、
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
街

富
山
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
姿
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
な
ど
様

々
な

要
素
は
必
要
だ
が
、
最
も
大
切
な
の

は

″文
化
観
光
都
市

・
富
山
″
の
創

造
で
あ
ろ
う
。

こ
の

″文
化
観
光
都
市
″
に
必
要

な
条
件
と
は
何
か
。
今
ま
で
行

っ
た

座
談
会
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
、

主
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
３
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

●
自
然
の
潤
い
を
守
り
、
活
用
す
る

●
独
自
の
文
化
と
観
光
の

一
体
化

●
歴
史
的
背
景
を
生
か
す

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
街
の
中
心
部

に
創
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り

シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
存
在
と
し
て

″文

化
観
光
都
市
″
を
印
象
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

富
山
と
同
じ
く
、
市
内
中
心
部
を

笹
舟
が
行
き
交
う
福
岡
県
柳
川
市
は
、

年
間
１００
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る

大
観
光
地
。
″文
化
観
光
都
市
″

の

イ
メ
ー
ジ
を
い
ち
早
く
創
り
あ
げ
た

街
で
あ
る
。
今
回
は
、
柳
川
市
の
魅

力
を
検
討
し
な
が
ら
、
富
山
市
の
実

態
に
迫
る
。

帥器紙輛]1
ロ
ド
‘
ト日朝

務
０

潔

●



グッドラックとやま 1月号

川
下
り
の
魅
カ

夕II

し
だ
れ
柳
の
緑
が
水
面
に
映
え
、

赤

レ
ン
ガ
の
並
倉
や
白

い
ナ
マ
コ
壁

が
ゆ
る
や
か
に
影
を
お
と
す
柳
川
堀

割
。
岸
辺
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
や
様

々
な
水
草
が
咲
き
乱
れ
、

優
雅
な
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

柳
川
で
川
下
り
が
始
ま

っ
た
の
は

昭
和
３５
年
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
水

路
の
荒
廃
な
ど
の
紆
余
曲
折
は
あ

っ

た
が
、
水
の
豊
か
な

″水
郷
″
と
し

て
す

っ
か
リ
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ

た
と
い
え
よ
う
。

乗
船
場
は
、
西
鉄
柳
川
駅
か
ら
歩

い
て
４
、
５
分
の
と
こ
ろ
に
４
ヵ
所

と
、
車
で
５
～
・０
分
の
場
所
に
２
ヵ

所
。
合
計
１００
隻
余
り
の
ド
ン
コ
舟
が

用
意
さ
れ
、
乗
船
者
が
１０
名
に
な
り

次
第
発
船
し
て
い
る
。

悼
を
さ
す
の
は
、
絵
笠
に

ハ
ッ
ピ

姿
の
船
頭
さ
ん
。
柳
川
な
ま
り
の
ガ

イ
ド
が
旅
情
を
誘
う
。

柳
川
川
下
り
の
特
色
は
、
次

々
と

変
化
す
る
自
然
と
歴
史
の
美
し
い
パ

ノ
ラ
マ
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
右
手
に
見

え
て
く
る
の
が

「鋤
崎
土
居
」
と
言

わ
れ
る
、
柳
川
城
郭
外
堀
の
堤
防
跡
。

次
に
城
内
に
水
を
入
れ
る
唯

一
の
水

門
で
あ

っ
た

「柳
川
城
塞
水
門
」

へ

と
進
ん
で
行
く
。

そ
し
て
、
大
正
初
期
に
建
て
ら
れ

た
レ
ン
ガ
造
り
の

「並
倉
」
が
左
手

に
姿
を
現
す
。
西
日
を
あ
び
て
水
面

に
映
る
赤

レ
ン
ガ
と
水
の
青
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
非
常
に
美
し
く
、
代

表
的
な
景
観
の

一
つ
で
も
あ
る
。

「武
家
屋
敷
」
を
通
り
抜
け
る
と
、

正
面
に
見
え
る
の
が
旧
柳
川
藩
主
サ

花
邸
の

「御
花
」
。
こ
の
屋
敷
を

一

周
す
る
と
、

ナ
マ
コ
壁

で
有
名

な

「殿
の
倉
」
が
あ
り
、
上
蔵
の
自
壁

が
緑
に
映
え
る
。

こ
れ
ら
の
見
ど
こ
ろ
は
、
舟
を
降

り
た
後
、
も
う

一
度
歩

い
て
散
策
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
″水
郷
柳
川
″

の
景
観
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

`憂
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グッドラックとやま 1月号

川
の
両
岸
に
続
く
桜
並
木
が
、
四

季
折

々
の
風
情
を
漂
わ
せ
る
松
川
。

市
内
中
心
部

へ
の
観
光
客
誘
致
を
図

る
た
め
、
笹
舟
に
よ
る
遊
覧
船
が
運

行
を
開
始
し
た
の
は
、
昭
和
６３
年
４

月
の
こ
と
で
あ
る
。

春
は
桜
、
夏
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
、

そ
し
て
冬
は
雪
…
。
自
然
の
宝
庫
で

あ
る
富
山
ら
し
い
景
観
が
魅
力
で
あ

り
、
特
に
満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
は

見
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
柳
川
に
比
べ
る
Ｌ
、
舟

上
か
ら
の
眺
め
た
変
化
が
乏
し
い
こ

と
も
事
実
だ
。
「舟

に
乗

っ
た
ら
何

が
見
え
る
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
観

光
客
や
市
民
の
声
も
多
い
。

「親
水

の
に
わ
」
や

「舟
橋
」
、

「七
十

二
峰
橋
」
の
完
成
な
ど
、
川

か
ら
の
視
点
を
大
切
に
し
た
事
業
も

行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に
魅

力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

本
誌

で
は
そ

の

一
環

と

し
て
、

「松
川
べ
り
の
護
岸
に
潤

い
を
取
り

一戻
そ
う
！
」
と
の
提
案
を
行

っ
て
い

る
が
、
四
季
折

々
の
草
花
が
咲
き
誇

る
美
し
い
護
岸
の
創
出
は
、
自
然
の

宝
庫
で
あ
る
富
山
を
印
象
づ
け
る
有

効
な
手
段
で
も
あ
る
。

松
川
を
生
か
し
た

″水
の
都

・
富

山
″
創
造

へ
の
挑
戦
は
、
今
年
で
６

年
目
。　
一
つ

一
つ
魅
力
を
創
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

川I

'お

緯貫|`薇■||キ

こ
れ
ら
の
見
ど
こ
ろ
は
、
舟
を
降

り
た
後
、
も
う

一
度
歩
い
て
散
策
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
″水
郷
柳
川
″

の
景
観
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

サクラパ ックス榊

楊
ε

文
化
と
の
密
接
な
運
動
性
ф

近
代
日
本
の
大
詩
人

・
北
原
白
秋

（
１
８
８
５
～
１
９
４
２
）
は
、
柳

川
藩
御
用
達
の
海
産
問
屋
に
生
ま
れ

た
。
父
の
時
代
に
は
酒
造
り
が
主
と

な
り
、
大
変
な
繁
盛
ぶ
り
で
あ

っ
た

が
、
彼
が
１６
歳
の
時
に
大
火
で
類
焼
。

一
家
は
大
打
撃
を
こ
う
む
り
、
傷
心

の
白
秋
は
詩
作
に
励
む
よ
う
に
な

っ

て
い
っ
た
。

「
か
ら
た
ち
の
花
」
、
買

チ
カ
」
、

「待
ち
ぼ
う
け
」
な
ど
、
今
も
歌
い

継
が
れ
る
名
作
を
世
に
残
し
た
白
秋
。

彼
は
生
涯
柳
川
を
愛

し
、
「水
郷
柳

川
こ
そ
は
我
が
詩
歌
の
母
体

で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

柳
川
市
で
は
、
昭
和
４４
年
、
消
失

饉
ｒ
Ｅ
Ｉ
ヽ

し
た
生
家
の
母
屋
を
復
元
し
、
「白

秋
記
念
館
」
（川
下
り
の
最
終
地
点

に
あ
る
）
と
し
て
公
開
す
る
他
、
毎

年

「白
秋
生
誕
祭
」
（１
月
２５
日
）
、

「白
秋
祭
」
（１１
月
１
日
～
３
日
）
を

行

っ
て
い
る
。
中
で
も
、
百
隻
以
上

の
ド
ン
コ
舟
を
連
ね
て
水
上
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
る

「白
秋
祭
前
夜
祭
」

は
壮
観
。
″水
郷
柳
川
″
ら
し
い
見

事
な
文
化
と
の
調
和
で
あ
る
。

富

山

楽
聖

・
滝
廉
太
郎

（
１
８
７
９
～

１
９
０
３
）
が
多
感
な
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
富
山
。
折
し
も
、
彼

が

通

っ
て
い
た
の
は
明
治
時
代
、
富
山

城
址
内
に
あ

っ
た
神
通
川
辺
り

（現

在
の
松
川
）
の
小
学
校
だ

っ
た
。

本
誌
で
は
、
平
成
元
年
に

「荒
城

の
月
の
モ
デ
ル
は
富
山
城
」
と
の
新

説
を
発
表
。
滝
廉
太
郎
と
富
山
と
の

関
わ
り
を
強
調
し
、
文
化
都
市

・
富

山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
平
成
４
年
か
ら

「滝
廉
太

郎
祭
」
を
開
催
、
平
成
５
年
に
は
松

川
遊
覧
船
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て

「滝

廉
太
郎
記
念
館
」
も
オ
ー
プ

ン
し
た
。

文
化
と
の
緊
密
な

一
体
化
を
目
指

し
、
我

々
の
試
み
は
ま
だ
始
ま

っ
た

ば
か
り
で
あ
る
。

北原白秋滝廉太郎



グッドラックとやま 1月号
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川
の
歴
史
を
生
か
す

平
成
元
年
５
月
、
柳
川
市
で
行
わ

れ
た

『
第

５
回
水
郷
水
都

全
国
会

議
』
で
、
小
官
徹
柳
川
市
長
は
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

「
こ
の
柳
川
は
、
水
郷
柳
川
と
し

て
全
国
に
知
れ
渡

っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
考
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ

う
な
水
の
豊
か
な
町
で
は
な
く
、
非

常
に
水
の
少
な
い
町
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
訳
で
、
先
人
た
ち
が
ど
う

し
て
水
を
確
保
す
る
か
、
活
用
す
る

か
、
本
当
に
永
い
間
、
水
と
闘
い
、

水
に
感
謝
し
、
そ
し
て
水
を
守
る
こ

と
に
専
念
し
た
土
地
柄
で
ご
ざ

い
ま

す
」も
と
は
有
明
海
の

一
部
で
あ

っ
た

柳
川
は
、
筑
後
川
の
後
背
湿
地
Ｌ
し

て
陸
地
化
部
分
に
発
達
し
た
町
。
低

地
に
住
み
始
め
た
人
々
が
開
発
に
乗

り
出
し
、
様

々
な
機
能
を
持

つ
堀
割

を
作
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

住
民
た
ち
の
努
力
に
よ

っ
て
誕
生

し
た
堀
割
は
、
農
業
用
水
、
生
活
用

水
と
し
て
活
用
さ
れ
た
他
、
城
の
防

備
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

又
、
水
路
Ｌ
し
て
物
資
の
輸
送
に
も

使
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
ド

ン
コ
舟
が

往
来
し
て
い
た
。

堀
割
と
と
も
に
歩

ん
だ
柳
川
。

ゆ

っ
た
り
と
川
下
り
を
す
る
時
、
そ

の
歴
史
が
蘇

っ
て
く
る
。

富
　
山

錦
鯉
が
群
遊
し
、
桜
並
木
が
川
面

に
映
え
る
松
川
べ
り
。
し
か
し
、
明

治
３６
年
に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
ま

で
、
こ
の

一
帯

は
神
通
川
が
滑
沿

と
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
神
通
川
、
常
願
寺
川
は
、
何

度
も
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
、
住
民

に
被
害
を
与
え
た

″
暴
れ
川
′′
。

オ

ラ
ン
ダ
人
の
技
師
デ
レ
ー
ケ
が

「
こ

れ
は
川
で
は
な
く
滝
だ
！
」
と
叫
ん

轟

だ
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
。

そ
の
頃
神
通
川
は
川
幅
も
広
く
約

３００

ｍ
。
６４
艘
の
笹
舟
を
つ
な
い
だ
舟

橋
が
、
明
治
１５
年
ま
で
２３０
年
間
に
わ

た

っ
て
架
け
ら
れ
、
安
藤
広
重
の
絵

に
も
描
か
れ
る
名
所
の

一
つ
で
あ

っ

た
。
（現
在
も
松
川
に
は
、
往
時
を

偲
ば
せ
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
舟
橋
が

架
け
ら
れ
、
常
夜
燈
が
残
る
）

ま
た
、
神
通
川
に
は
江
戸
初
期
か

ら
明
治
後
期
に
か
け
て
の
最
大
の
通

商
路
で
、
帆
船
や
笹
舟
が
往
来
し
、

大
変
な
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。

戦
国
時
代
に
は
、
富
山
城
の
外
堀

と
し
て
の
役
目
も
果
た
し
た
神
通
川
。

松
川
を
遊
覧
船
で
行
く
時
、
神
通
川

の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
富
山

の
歴
史
も
見
え
て
く
る
。

豪
一
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又
、
水
路
と
し
て
物
資
の
輸
送
に
も

使
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
ド

ン
コ
舟
が

往
来
し
て
い
た
。

堀
割
と
と
も
に
歩
ん
だ
柳
川
。

独
自
性
の
あ
る
文
化
観
光
都
市
を
め
ざ
レ
て

″
白
秋

の
ふ
る
さ
と

・
水
郷
柳

　

蚊
の
発
生
…
。
川
下
り
の
船
も
通
行

川
″
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、
多
く

　

不
可
能
に
な
る
ほ
ど
の
有
様
で
あ

っ

の
観
光
客
が
訪
れ
る
柳
川
市
は
、
独

　

た
と
い
う
。

自
の
自
然

・
歴
史

・
文
化
を
み
ご
と
　
　
　
水
路
荒
廃
に
頭
を
痛
め
た
柳
川
市

に
生
か
し
た
文
化
観
光
都
市
で
あ
る
。
　

は
、
当
時
下
水
道
事
業
担
当
の
係
長

し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く

　

で
あ

っ
た
広
松
伝
氏
を
リ
ー
ダ
ー
に
、

の
困
難
を
行
政
と
市
民
が

一
体
と

　

住
民
を
説
得
し
、
共
に
浄
化
活
動
を

な

っ
て
乗
り
越
え
て
き
た
こ
Ｌ
を
忘

　

進
め
た
。
（
こ
の
水
路
再
生

へ
の
取

れ
て
は
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
り
組
み
は
、
映
画

「柳
川
堀
割
物

昭
和
４。
年
代
、
使

い
捨
て
の
風
潮

　

三
盟

で
紹
介
さ
れ
、
反
響

を
呼

ん

が
広
ま
り
、
ゴ
ミ
や
家
庭
排
水
な
ど

　

だ
）

に
よ

っ
て
水
路
が
危
機
的
な
状
態
に
　

　

現
在
、
柳
川
で
は
年
に
１
回
、
水

陥

っ
た
の
で
あ
る
。　
ヘ
ド

ロ
、
悪
臭
、
　

門
を
占
め
て
、
市
民
総
出
で

ヘ
ド

ロ

気
持
ち
が
、
″
水
郷
柳
川
″
を
よ
り

魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

広
松
伝
氏
は
、
「
ま
ち
も
私
た
ち

の
生
活
も
、
豊
か
な
水
環
境
が
あ

っ

て
こ
そ
精
気
が
み
な
ぎ
る
」
と
語
り
、

水
環
境

の
保
全
Ｌ
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
文
化
観
光
都
市

・
柳
川
は
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活

動
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

遊
覧
船
が
運
行
を
開
始
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
松
川
に
対
す
る
市
民
の

意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
「最
近
、

松
川
が
キ
レ
イ
に
な

っ
た
ね
」
と
い

う
声
も
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
美
し
い
松
川
の
姿
は
、
文
化
観

光
都
市
を
目
指
す
富
山

の
ま
さ

に

″顔
″
で
あ
る
。
行
政
と
市
民
が

一

体
と
な

っ
て
松
川
を
保
全
す
る
こ
と

は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
に
も
活
力

を
与
え
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
今
後
は
次
の
よ
う
な
事

柄
が
課
題
と
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

●
歴
史
的
背
景
や
自
然
を
生
か
し
、

松
川
べ
り
の
景
観
に
多
様
性
を
持

た
せ
る
。

●
滝
廉
太
郎
が
過
ご
し
た
街
、
「荒

城
の
月
」
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
。

●
城
址
公
園
を
、
緑
の
街

・
富
山
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
本
格
的
に
整
備

す
る
。

我
々
が
生
き
続
け
る
限
り
文
化
都

市

・
富
山
の
創
造
に
完
成
は
な
い
か

ら
だ
。
●
　
　
　
　
　
　
　
　
２３

写
真
　
資
料
提
供
／
柳
川
市
観
光
協
会

参
考
文
献
／
「
柳
川
堀
割
か
ら
水
を
考
え
る
」

広
松
伝
編
　
藤
原
書
店

一
●
―
　
　
　
　
　
　
を
除
去
す
る
と
い
う
大
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
住
民
の
堀
割
を
愛
す
る

■
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